
「今治タオル」大手の一広、繊維製品商社の川辺＜8123＞をTOBで子
会社化

川辺は、タオルメーカー大手の一広（愛媛県今治市）が同社に対してTOB（株式公開買い付け）を実施
すると発表した。一広は川辺株式の26.6％を保有する筆頭株主。TOBを通じて株式を追加取得し、持ち
株比率を最大55％に引き上げて子会社化する。川辺はTOBに賛同している。川辺のジャスダック上場
は維持される。

一広による川辺株式の買付価格は1株につき1300円。TOB公表前営業日の終値925円に40.5％のプレミ
アムを加えた水準。買付予定数の下限は所有割合23.5％にあたる42万9080株とし、川辺の第2位の大
株主である伊藤忠商事が相当分についてTOBに応募する。買付予定数の上限は51万8500株（所有割合
28.4％）で、伊藤忠以外の一般株主からも買い付ける。買付代金は6億7405万円。

買付期間は2020年12月22日～2021年1月25日。決済の開始日は2021年1月29日。公開買付代理人は
みずほ証券。

川辺はハンカチ、スカーフなどを中心とする繊維製品の専門商社。1979年に店頭登録（現ジャスダッ
ク）した。一広は「今治タオル」の大手。川辺は1980年代前半にタオル製品の販売で一広と取引が始
まり、その後、資本関係に発展した。一広は川辺を傘下に取り込み、海外工場（中国、ベトナム）の活
用強化や販売チャネルの共有などを通じて事業拡大につなげる。


